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研究分野：認知語用論 
科研費の分科・細目：心理学・教育心理学 
キーワード：  (1) 自閉症 (2) プロソディ (3) 会話スキル (4) 対人コミュニケーション 
 
１． 研究計画の概要 
 本研究では、対人的コミュニケーションに
困難をともなう自閉症スペクトラム障害
（Autistic Spectrum Disorders: 以下 ASD）
の幼児・児童を対象に、これまで視覚認知に
比べて研究が極端に少なかった聴覚認知の
特異性に焦点を当て、ASD 児の会話スキルの
向上につながる基礎研究を行う。特に以下の
2 点を主目的とする。 
（１） これまで事例報告が主流だった ASD

児の音声受容特性に関して、認知心
理学的・神経科学的な検証に基づく
データを提供する。 

（２） 新たなデータをもとに、ASD 児の特
性に合致した会話スキルの向上に役
立つ支援法を開発する。 

 
２． 研究の進捗状況 
（１）自閉症スペクトラム児・定型発達児の
プロソディ理解の総合的比較検証として、イ
ントネーションやストレスによって示唆さ
れる会話における話し手の感情、態度、知識
の有無や確信度の高低、コミットメントの強
弱などを、ASD 児がどのように理解するかを、
視線や注視時間を指標にして調査した。その
一つとして、話し手の確信度を示す語彙（文
末助詞の「よ」「かな」）とイントネーショ
ン（下降調・上昇調）の理解を調査するため
に、語彙学習のパラダイムを用いた実験を行
った。新奇語彙が示す物体を選択する場面に
おいて、確信度が異なった、相反する二情報
が示されたときの、被験児の選択的注視を計
測した。文末助詞やイントネーションを手が
かりに話者の確信度を理解しているならば、
より高い確信度を示す文末助詞「よ」や、下
降調のイントネーションにマークされた物
体を長く見るだろうと予測された。被験児の
反応を測る方法として、視線追跡装置

(Tobii-T120)を用い、刺激動画呈示中の幼児
の注視時間、注視方向を記録した。また分析
ソフト(Clear View)を用い、選択場面におけ
るに物体について興味領域を設定し、その領
域内に向けられた注視時間を抽出し、各対象
への注視時間を加算平均し比較を行った。そ
の結果、自閉症スペクトラム児は、より明確
に語彙という形で表現された場合のほうが、
イントネーションで表現される場合よりも
確信度を理解しやすいことが示唆された。英
語には存在せず、また動詞などと比較して日
常会話での使用頻度が高い、文末助詞という
手がかりによって、相手の心的態度を判断し
やすいことが明らかになった。 
（２）一般的には単調なイントネーションを
使う傾向があるといわれている ASD 児の自
然な発話の音声特徴をつかむために、自分自
身の確信度の高低がプロソディにうまく表
れるのかどうかを調査した。ASD 児が自信の
あるとき・ないときの心理状態の自己評価や、
話しことばの特徴を調べることを目的とし、
次のような検証を行った。自閉症児童を対象
に、難易度が様々な短いクイズを与え、それ
に対する回答を口頭で行ってもらい、その回
答にどれだけ自信があるのかを、顔の表情を
添えた５段階の選択肢から選び、自己評価し
てもらった。検証の結果、問題の難易度に従
って、自信の度合いが話し方の特徴にあらわ
れていることと、実際にその心理状態を表現
することは難しいことが明らかになった。 
（３）ASD 児の会話スキルの特徴をつかむた
め、コミュニケーションに近い状況での心の
理論の働きについて調査を行った。従来の観
察型の誤信念課題に比べ、自分の知識を生か
して誤信念を持った人物を助けるという状
況でのほうが、誤信念の理解が促進されるこ
とがわかった。 
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３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に推移している 
 
いずれの調査も ASD 児の自発的なコミュニ
ケーション能力の新たな側面を明らかにし
たという点で重要である。すでに学会などで
は発表が終わり、現在論文としてその結果を
まとめ、23 年度中に出版することを目指して
いる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）ASD 児が得意とする音声と苦手とする
音声を、話者の発話音声の音域や速さ、男女
差などを要因として検証する。 
（２）ASD 児が苦手なアイロニー解釈には、
プロソディの理解が重要とされている。そこ
でプロソディの効果とアイロニー理解の関
係を定型発達児の比較を通して検証する。 
（３）以上の研究成果を学会・論文発表を通
して報告する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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